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野蒜復興新聞 
待ちに待った JR 仙石線 
5 月 30 日の全線開通間近 

大
塚
・
東
名
・
野
蒜
も
着
々
準
備
進
行
中 

▶
Ｊ
Ｒ
野
蒜
駅
の
外
観 

▲東名駅ホームの看板 

▲東名駅ホームの看板 る
様
子
で
し
た
。 

野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
復
興
部
会
で

は
こ
れ
ま
で
、
野
蒜

全
域
の
状
況
に
即
し

た
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
の
復
興
を
提
案

し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
事
業
の

復
興
に
つ
い
て
協
議

や
、
市
の
担
当
課
と

の
意
見
交
換
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
４
月

8
日
に
開
催
さ
れ
た

第
11
回
復
興
部
会
で

は
、
観
光
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ

れ
を
推
進
し
た
い
と

い
う
意
見
も
出
ま
し

た
。
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
駅
周
辺
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
事
項

は
山
積
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
の
全
線

開
通
は
、
集
団
移
転

事
業
促
進
と
、
観
光

事
業
や
企
業
進
出
に

拍
車
を
か
け
る
大
き

な
観
光
業
復
興
へ
大

き
な
一
歩
と
な
り
ま

す
。 

 

 

仙
石
線
開
通
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ 

平
成
27
年
５
月
30
日(

土) 

・
記
念
式
典(

Ｊ
Ｒ
野
蒜
駅
周
辺)

10
時
頃
～(

予
定) 

・
イ
ベ
ン
ト(

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺)

11
時
頃
～(

予
定) 

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
開
通
を
記
念
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
致
し
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
野
蒜
駅
周
辺
で
は
、
野
蒜
小
児
童
に
よ
る
野
蒜
復
興
太

鼓
の
演
奏
、
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

(

お
問
い
合
わ
せ
先
：
東
松
島
市
復
興
政
策
部
復
興
政
策
課 

0
225-

82-1
111(

内123
1)

) 

▶
Ｊ
Ｒ
陸
前
大
塚
駅
の
外
観 

３
月
29
日
に
Ｊ

Ｒ
仙
石
線
の
レ
ー

ル
ウ
ォ
ー
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
下
、
東
松

島
市
民
計
２
０
０

名
が
、
東
名
駅
と

野
蒜
駅
間
を
、
50

名
ず
つ
に
分
か
れ

た

グ

ル

ー

プ

で

ゆ
っ
く
り
と
歩
き

な
が
ら
、
高
台
の

工
事
の
様
子
や
、

そ
こ
か
ら
見
え
る

野

蒜

の

景

色

を

各
々
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。 

野
蒜
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
復
興
部

会

で

は

こ

れ

ま

で
、
観
光
業
の
復

興
に
つ
い
て
協
議

や
、
市
の
担
当
課

と
の
意
見
交
換
を

行

っ

て

き

ま

し

た
。
４
月
8
日
に

開
催
さ
れ
た
第
11

回

復

興

部

会

で

は
、
観
光
は
重
要

な

テ

ー

マ

で

あ

り
、
こ
れ
を
推
進

し
た
い
と
い
う
意

見
も
出
ま
し
た
。

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

や
駅
周
辺
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
事

項
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
回

の
全
線
開
通
は
、

観
光
業
復
興
へ
大

き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。 

 

す
が
、
今
回
の
全

線
開
通
は
、
集
団

移

転

事

業

促

進

と
、
観
光
事
業
や

企
業
進
出
に
拍
車

を
か
け
る
観
光
業

復
興
へ
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
仙
石
線

に
先
駆
け
て
、
仙

石
東
北
ラ
イ
ン
の

ダ
イ
ヤ
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
東
北

本
線
と
仙
石
線
を

新
た
な
ラ
イ
ン
で

結
ぶ
仙
石
東
北
ラ

イ
ン
は

28

本(

上

下
各

14

本)

で
運

行
予
定
で
す
。
※

以
下
の
時
刻
表
は

東
松
島
市
内
の
停

車
駅
の
み
抜
粋
し

て
お
り
ま
す
。 

▲野蒜駅ホームの看板 

▲仙石東北ライン時刻表(東日本旅客鉄道(株) 仙台支社 HP より抜粋) 

 

皆
で 

参
加
し
よ
う
。 



 

伊
達
四
代
藩
主
綱
村
が
愛
し
た
地
、
野
蒜 

奥
松
島
観
光
の
玄
関
口
。
昭
和
55
年
代
は
１
日
約
二

千
五
百
人
の
乗
降
客
が
あ
っ
た
。
駅
を
出
る
と
す
ぐ
に 

東
西
に
流
れ
る
東
名
運
河
が
あ
り
、
そ
の
運
河
に
か
か
る

近
代
土
木
遺
産
の
不
老
橋
を
渡
る
と
余
景
の
松
原
が
あ
る

。
伊
達
４
代
藩
主
綱
村
が
眺
め
て
「
松
島
の
景
勝
の
他
に

も
余
景
（
よ
げ
）
な
松
原
よ
」
と
鑑
賞
し
た
と
い
う
。
そ

れ
ほ
ど
見
事
な
雅
趣
に
充
ち
た
松
原
で
あ
っ
た
。
松
林
を

過
ぎ
る
と
延
長
３
キ
ロ
も
あ
る
明
る
い
野
蒜
海
岸
が
広
が

る
遠
浅
で
砂
が
白
い
海
水
浴
場
は
、
県
下
有
数
の
海
水
浴

客
を
集
め
て
い
た
。
花
魁
島
の
嵯
峨
渓
が
遠
望
さ
れ
る
。

(

仙
石
線
物
語
よ
り
抜
粋) 

民
謡
育
て
の
親
、
後
藤
桃
水
翁
が
愛
し
た
地
、
大
塚 

 
「
民
謡
」
の
語
は
古
い
が
、
当
時
は
死
語
同
然
で
一
般

に
は
通
用
せ
ず
、
全
く
民
謡
が
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
時
に
東
京
で
、
地
方
に
伝
わ
る
唄
の
大
会
が

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
桃
水
が
、
郷
土
の
う

た
を
全
国
に
広
め
る
に
は
「
百
姓
う
た
」
で
は
効
果
が
な

い
し
、
か
と
い
っ
て
「
土
地
う
た
」
で
も
お
か
し
い
…
と

呻
吟
し
て
い
た
時
に
、
裏
庭
で
セ
ミ
が
ミ
ン
ヨ
ウ
ミ
ン
ヨ

ウ
と
鳴
い
た
。
こ
の
声
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
「
全
国
民
謡
大

会
」
と
銘
打
ち
、
そ
れ
か
ら
「
民
謡
」
の
言
葉
が
全
国
的

に
普
及
し
て
定
着
し
た
。(

仙
石
線
物
語
よ
り
抜
粋) 

塩
田
に
か
け
た
吉
兵
衛
が
愛
し
た
地
、
東
名 

日
本
で
は
大
昔
か
ら
塩
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
鳴

瀬
町
に
あ
っ
た
野
蒜
塩
田
は
安
永
７
年(

一
七
七
八)

に
高

城
に
住
ん
で
い
た
奈
和
良
元
直
と
い
う
人
が
東
名
の
長
浜

に
初
め
て
二
十
五
町
八
反
の
塩
田
を
開
拓
し
た
の
が
始
ま

り
と
い
う
。
こ
の
時
の
工
事
監
督
と
し
て
丸
森
か
ら
斎
藤

吉
兵
衛
が
や
っ
て
来
て
塩
田
開
発
が
完
成
し
た
こ
ろ
、
東

名
に
百
間
四
方
の
土
地
を
も
ら
っ
て
そ
こ
に
定
住
し
た
。

こ
の
塩
田
の
製
塩
は
長
く
続
き
、
廃
藩
置
県
と
な
っ
て
か

ら
も
行
な
わ
れ
た
が
、
大
正
２
年
以
降
、
再
三
の
洪
水
で

四
十
八
町
余
は
廃
塩
田
と
な
り
、
東
名
長
浜
塩
田
も
大
正

５
年
か
ら
水
田
と
な
っ
た
。(

仙
石
線
物
語
よ
り
抜
粋) 

 

野蒜北部丘陵振興協議会 災害公営住宅 中間報告全体会開催 

現
在
、
野
蒜
市

民
セ
ン
タ
ー
の
集

会
室
に
て
、
野
蒜

北

部

丘

陵

地

区

(

高
台)

の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
宮
城
大
学

の
鈴
木
助
教
と
、

ゼ
ミ
の
学
生
た
ち

の
協
力
に
よ
り
完

成
し
ま
し
た
。
ど

な
た
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 

野蒜北部丘陵地区の模型展示中 

３
月
28
日
に
、

野
蒜
北
部
丘
陵
振

興
協
議
会
の
災
害

公

営

住

宅

部

会

は
、
災
害
公
営
住

宅
に
入
居
さ
れ
る

住

民

の

方

に

向

け
、
中
間
報
告
全

体
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
本
会

に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
部
会
の
活

動
概
要
や
、
現
在

ま
で
の
公
営
住
宅

の
仮
申
込
み
世
帯

の
状
況
を
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、

公
営
住
宅
の
間
取

り
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
正
式
に
本

会
で
了
承
さ
れ
、

今
後
は
了
承
さ
れ

た
基
本
プ
ラ
ン
に

よ
り
、
細
か
い
仕

様
を
決
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。
前

回
の
平
成
26
年
８

月
８
日
、
10
日
に

実
施
し
た
報
告
会

で
は
、
参
加
世
帯

数
は
約
50
世
帯
で

し
た
が
、
本
会
に

お
い
て
は
約
80
世

帯
数
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
災
害

公
営
住
宅
へ
の
期

待
感
が
日
に
日
に

高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

入
居
予
定
時
期
は

西
部
・
中
央
エ
リ

ア
の
一
部
が
平
成

29

年
６
月
、
東

部
・
中
央
エ
リ
ア

の
一
部
が
同
年

11

月
を
予
定
と
し
て

お

り

ま

す

。

今

後
、
災
害
公
営
住

宅
に
つ
い
て
の
出

張
相
談
会
や
、
高

台

の

区

割

り

状

況
・
自
治
組
織
等

と
の
兼
ね
合
い
も

含
め
て
実
施
時
期

を

調

整

し

な

が

ら
、
住
戸
の
位
置

決
め
全
体
説
明
会

を
開
催
し
、
入
居

に
向
け
て
の
準
備

を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

西
部
・
中
央
エ

リ
ア
の
一
部
が

平

成

29

年

６

月
、
東
部
・
中

央
エ
リ
ア
の
一

部
が
同
年

11

月

を
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。
今

後
、
災
害
公
営

住
宅
に
つ
い
て

の
出
張
相
談
会

や
、
高
台
の
区

割
り
状
況
・
自

治
組
織
等
と
の

兼
ね
合
い
も
含

め
て
実
施
時
期

を
調
整
し
な
が

ら
、
住
居
の
位

置
決
め
全
体
説

明

会

を

開

催

し
、
入
居
に
向

け
て
の
準
備
を

進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

▲3月 28 日の報告会の様子 ▲約 80 世帯の参加がありました 

  


